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1 まえがき
近年、ミリ波帯無線通信の研究が盛んに行われている [1]。

既に 16QAM による通信が行われている。高度な変調方式に
なるにつれて高速の通信を可能とする一方で、より高い SNR
が必要とされる。しかし、実際には送信機の出力にはローカ
ル信号やイメージ信号といった不要波が含まれてしまうため、
これらを抑制することが求められる。本研究では送信機のミ
キサにおいて発生するローカルリークを-40 dBcを目標として
抑制する手法について検討を行う。

2 提案手法
図 1(a)に本研究で用いたダブルバランスミキサを示す。この

ミキサの出力信号は通常 x = 2ABB
π [cos(ωLO−ωBB)t+cos(ωLO+

ωLO)t]+ ... という式で表される。しかし実際には個々のトラ
ンジスタにおいて、ゲート・ドレイン間容量やしきい値電圧に
ばらつきがあるため、ローカルリークが発生する。このローカ
ルリークを抑制するためのミキサとして図 1(b)のような回路
が考えられる。
このミキサは各トランジスタのゲートバイアスを個々で調

整できるように合計で４つのキャパシタが挿入されている。こ
のようにすることでゲート・ドレイン間容量やしきい値電圧
のばらつきによって生じたローカルリークの大きさを調整で
き、LOpから生じたローカルリークと LOnから生じたローカ
ルリークで打ち消すことが可能になる。

3 検討結果
まずはじめに図 1(b)中のトランジスタM3だけしきい値電

圧を低くし、ローカルリークの検出を行った。図 2 はトラン
ジスタ M3にかかるゲートバイアス VgLOをスイープしたと
きに所望波とローカルリークの大きさがどのようになるかを
示している。
次に４つのトランジスタはすべて同じしきい値電圧とし、ト

ランジスタ M3のゲートドレイン間に 1 fFの容量を挿入して
ローカルリークの検出を行った。図 3 はトランジスタ M3 に
かかるゲートバイアス VgLOをスイープしたときに所望波と
ローカルリークの大きさがどのようになるかを示している。
これら２つのシミュレーションから、VgLOを変化させるこ

とでローカルリークを抑えられることがわかる。

4 まとめ
ミリ波帯アップコンバージョンミキサにおけるローカルリー

クの抑制手法の検討を行った。ミキサに用いる全てのトランジ
スタのゲートバイアスを可変にすることで、ローカルリーク
の大きさを調整し、出力側で打ち消すことが可能であること
が確認できた。
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図 1 (a)一般的なダブルバランスミキサ　 (b)ゲートバイア
スを４つ挿入したミキサ
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図 2 しきい値にばらつきがあるときの VgLOと Poutの関係
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図 3 ゲートドレイン間容量にばらつきがあるときの VgLO
と Poutの関係
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